
わ
ざ

（23・4・10投稿順） ５
月

日
（
日
）
午
後

21

２
時
よ
り
、
来
賓
を
含
め

名
の
出
席
で
、
府
高
退

45教
第

回
定
期
総
会
が
開

33

か
れ
ま
し
た
。

初
め
に
亡
く
な
っ
た
会

員
の
方
を
悼
み
、
黙
祷
。

貝
谷
会
長
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
困
難
だ
っ
た

が
、
従
来
通
り
の
活
動
が

よ
う
や
く
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
退
教
は
懇
親
と

交
流
の
組
織
だ
が
、
平
和

と
民
主
主
義
の
旗
も
か
か

げ
て
い
る
。
情
勢
は
変
化

し
複
雑
だ
が
、
良
い
方
向

に
あ
る
の
で
は
。
あ
や
う

く
な
っ
た
生
活
の
土
台
を

立
て
直
し
、
戦
争
を
く
い

止
め
る
た
め
の
役
割
は
大

切
」
と
開
会
の
挨
拶
。

久
家
英
和
大
退
教
会
長
、

「
Ｇ
７
に
見
ら
れ
る
ブ
ロ

ッ
ク
体
制
と
西
側
の
結
束

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
状
況

の
中
で
、
平
和
憲
法
を
持

つ
日
本
の
役
割
は
大
き
い
。

岸
和
田
市
議
選
で
学
校
統

廃
合
反
対
の
運
動
が
維
新

を
破
っ
た
」
と
来
賓
挨
拶
。

続
い
て
志
摩
毅
府
高
教

委
員
長
の
来
賓
挨
拶
、「
昨

日
は
府
高
教
と
市
高
教
の

合
併
後
初
の
定
期
大
会
。

さすがに４月初旬とあって桜をよんだ歌稿が数々ありましたが、髙橋さんの妻の一声｢エアコ

ンは買いません」の短歌にはみんな大笑い。いつも歌を聞いてはしんみりしたり、怒ったり、

笑ったり、感心したりと、結構楽しい会です。池永さんは選管の仕事が朝方までで、来る予定

だったのに睡魔に襲われ欠席、物知りの彼の欠席は寂しかったです。

新しい年度のこの会の世話役を若手の外山さんにして頂きます。退教のみなさん、短歌を楽

しむ会の会員にぜひなっていただくことを期待します。

次回第235回は2023年7月10日(月)です。歌稿は、7月3日(月)までに、下記宛

ハガキ・FAX・メールなどでお送り下さい。

〒590-0143 堺市新檜尾台3－3－13－403 外山安龍 tel・fax 072-299-7064

携帯 080-1441-8991 mail kazu7064@coral.plala.or.jp

戦
争
か
平
和
か
の
歴
史
的
な
岐
路
に
立
つ
今

親
睦
と
交
流
を
進
め
、
平
和
と
民
主
教
育
発
展
を
願
い

府
高
退
教
運
動
の
発
展
に
力
を
つ
く
そ
う

2023年5月21日 府高退教第33回定期総会

２０２３年度の府高退教の役員について

会 長 貝谷安宏（和泉工）

副会長 長野邦子（南寝屋川） 山尾邦子（金剛）

山上俊夫（北野定） 森田敏彦（成城工定）

幹事長 末光章浩（西野田工）

会 計 辻 清孝（泉南）

幹事を退任 飯田光徳(守口東) 入江宏(門真なみはや) 大島明(大冠)

大屋弘子（阪南） 田中繁美(寝屋川)逝去

会計監査を退任 柚木健一（牧野）

新幹事 荻野成人（淀川工科） 黒田恵子（牧野） 重岡眞智子（咲洲）

鶴巻重治（清水谷） 畑山卓（和泉総合）

新会計監査 松村光庸(東住吉)

討
論

人
中

・

代
７

15

20

30

人
、

代
４
人
。
こ
れ
か

40

ら
若
手
が
運
動
を
担
う
。

現
場
の
大
変
な
状
況
と
と

も
に
組
合
の
大
切
さ
が
語

ら
れ
、
憲
法
９
条
を
変
え

さ
せ
な
い
と
ス
ト
レ
ー
ト

な
発
言
も
あ
っ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

末
光
幹
事
長
が
「
活
動

の
歩
み
と
基
本
」
を
提
案
。

牧
野
富
太
郎
の
「
雑
草
と

い
う
草
は
な
い
」
に
共
感

す
る
と
述
べ
、「
核
抑
止
力

を
広
島
で
確
認
し
た
サ
ミ

ッ
ト
へ
の
批
判
の
声
。『
新

し
い
戦
前
』
に
は
大
き
な

反
響
。
国
内
世
論
が
憲
法

改
悪
の
発
議
を
許
し
て
い

な
い
。
草
の
根
運
動
を
支

え
て
い
る
の
は
高
齢
者
。

豊
か
な
老
後
と
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
を
良
く
す
る

こ
と
と
は
対
立
し
な
い
。

平
和
と
民
主
主
義
教
育
の

発
展
を
願
い
、
女
性
２
人

を
含
む
５
名
の
新
幹
事
と

と
も
に
今
ま
で
に
な
い
企

画
に
取
り
組
み
た
い
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

討
論
で
は
５
人
の
方
が

発
言
。「
決
算
」
を
承
認
し
、

「
予
算
案
」「
活
動
の
歩
み

と
基
本
」
を
採
択
。

「
私
た
ち
は
今
、
戦
争

か
平
和
か
の
歴
史
的
な
岐

路
に
立
っ
て
い
ま
す
」
と

の
文
で
始
ま
る
総
会
決
議

を
採
択
し
ま
し
た
。

退
任
す
る
役
員
を
代
表

し
て
、
会
計
監
査
の
柚
木

さ
ん
か
ら
挨
拶
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

名
36

の
参
加
で
す
。
新
役
員
の

挨
拶
の
あ
と
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
、
近
況
、
活
動
、

日
頃
の
思
い
な
ど
を
語
り

ま
し
た
。

HP府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/
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発 行
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
ー
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信



深
尾
英
一

東
淀
川

土
日
の
午
前
中
、
近
所
の

孫
と
散
歩
し
て
い
ま
す
。
名

詞
・
動
詞
等
の
区
別
の
つ
か

な
い
呪
文
の
よ
う
な
発
話
を

聞
き
、
人
類
の
祖
先
も
こ
ん

な
感
じ
や
っ
た
の
か
な
あ
と

愚
考
し
て
い
ま
す
。
（
個
体

発
生
は
系
統
発
生
を
繰
り
返

す
？
）
「
新
し
い
戦
前
」
と

言
う
言
葉
に
気
分
は
暗
く
な

り
ま
す
が
、
平
和
・
命
・
暮

ら
し
・
人
権
を
守
る
粘
り
強

い
運
動
が
平
和
憲
法
を
支
え

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

向
井
哲
夫

寝
屋
川
（
定
）

中
国
共
産
党
の
百
年
を
記

述
す
る
中
国
共
産
党
簡
史
を

中
国
か
ら
取
り
寄
せ
て
読
ん

で
い
ま
す
。
毎
日
三
〇
分
か

ら
一
時
間
く
ら
い
。

近
の

中
国
を
知
る
た
め
と
、
中
国

語
の
勉
強
の
た
め
。
疑
問
に

思
う
記
述
も
あ
る
が
、
い
ろ

い
ろ
参
考
に
な
る
。
満
州
事

変
は
「
九
一
八
事
変
」
と
言

う
。

近
の
日
・
米
・
欧
・

豪
の
イ
ク
ス
ク
ル
ー
シ
ブ
な

動
き
は
中
国
か
ら
見
れ
ば

日
本
軍
の
謀
略
満
州
事
変

や
日
・
欧
・
米
の
イ
ラ
ク

侵
略
戦
争
を
連
想
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
筈
だ
。
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
の
維
持
」
と
は
、
ア

メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
の
原
子
力
潜
水
艦
・

空
母
・
軍
用
艦
船
な
ど
が

太
平
洋
に
（
大
阪
湾
も
）

う
よ
う
よ
と
い
う
既
得
権
確

保
が
実
相
。
「
ル
ポ

ア
メ

リ
カ
の
核
戦
略
（
渡
辺

丘

岩
波
新
書
）
参
照
。
こ
れ
に

中
国
が
「
世
界
一
流
の
軍
隊

の
創
設
」
で
答
え
た
ら
、
際

限
な
い
軍
拡
競
争
。
未
来
は

く
ら
い
。
「
お
互
い
に
脅
威

と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
二

〇
〇
八
年
の
日
中
合
意
に
基

づ
く
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
日

中
双
方
の
平
和
外
交
が
求
め

ら
れ
る
。

伏
見
信
孝

阪
南

ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
は
富
者

が
富
め
ば
、
貧
者
に
富
が
こ

ぼ
れ
落
ち
る
と
い
う
も
の
だ

が
、
大
企
業
優
遇
の
ま
や
か

し
理
論
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、

レ
ー
ガ
ン
や
鄧
小
平
の
経
済

政
策
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
よ
り
露
骨

に
再
登
場
し
、
そ
の
ま
や
か

し
性
は
一
層
明
ら
か
に
な
っ

た
。
だ
が
、
岸
田
政
権
で
少

し
化
粧
直
し
を
し
て
生
き
続

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
古
い
資
本
主
義
」
も
「
新

し
い
資
本
主
義
」
も
、
ひ
た

す
ら
自
ら
の
利
潤
を
追
求
す

る
資
本
の
論
理
の
本
質
を
何

ら
超
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

中
西

亨

寝
屋
川

非
常
勤
講
師
と
し
て
、
現

在
寝
屋
川
高
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
膝
に
不
安
が
あ
り
ま

す
が
、
テ
ー
ピ
ン
グ
等
を
し

て
テ
ニ
ス
続
け
て
い
ま
す
。

河
合

啓

岸
和
田

大
退
教
ニ
ュ
ー
ス
に
、
私

の
出
身
校
（
私
学
）
に
お
ら

れ
た
先
生
の
記
事
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。
保
守
的
な
私
学

で
、
初
め
て
組
合
を
結
成
さ

れ
た
こ
と
を
、
教
育
実
習
で

お
世
話
に
な
っ
た
と
き
に
話

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
ク
ビ
を
覚
悟
で
、

組
合
結
成
を
公
表
し
た
こ
と

や
、
そ
の
途
端
、
分
会
役
員

に
重
い
仕
事
が
割
り
振
ら
れ

た
こ
と
を
穏
や
か
に
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
お
元
気
そ

う
で
何
よ
り
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

深
田
尚
子

刀
根
山

週
２
日
ほ
ど
の
非
常
勤
講

師
で
生
徒
た
ち
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

退
教
通
信
で
も
毎
度
皆
様
方

の
ご
活
躍
に
励
ま
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

外
山
安
隆

東
百
舌

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
姉
の
一
三
回
忌
と
義
兄

の
三
回
忌
が
宮
崎
で
あ
り
ま

す
の
で
欠
席
し
ま
す
。
（
特

に
義
兄
の
葬
儀
は
コ
ロ
ナ
で

行
け
な
か
っ
た
の
で
。
）

津
村

弘

貝
塚
南

狂
歌
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

注
文
の
多
い
喫
茶
店
く
ど
く

ど
と
女
主
人
の
／
身
の
上
話

は

巫
女
が
舞
い
氏
子
穏

や
か
産
土
の
／
湯
釜
の
神
事

寒
空
に
飛
ぶ

下
校
時
を

一
隅
よ
り
照
ら
す
見
守
り
隊

／
ラ
ン
ド
セ
ル
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ

く
り

春
の
あ
け
ぼ
の
一

汁
一
菜
作
り
終
え
／
う
た
た

寝
の
妻
に
布
団
を
か
け
る

池
永

孝

平
野

幹
事
様
以
下
、
会
員
の
方
々

に
は
献
身
的
努
力
を
伏
し
て

感
謝
し
ま
す
。
何
と
か
大
阪

い
や
日
本
の
革
新
の
た
め
に
、

あ
き
ら
め
な
い
で
、
頑
張
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
憲
法
９

条
こ
そ
世
界
全
体
の
理
想
と

確
信
し
ま
す
。
全
世
界
へ
!!

大
髙

忍

千
里
青
雲

議
案
書
の
作
成
、
大
変
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ご
苦
労
様
で
す
。
議
案
に
賛

成
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

山
根
正
弘

北
千
里

ご
盛
会
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

届
け
ら
れ
る
「
退
教
通
信
」

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

辻
本
雅
彦

泉
尾

ア
メ
リ
カ
に
ミ
サ
イ
ル
を

買
わ
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
が

撃
て
と
言
っ
た
ら
撃
つ
。
も

ち
ろ
ん
、
岸
田
総
理
大
臣
が

命
令
す
る
の
も
怖
い
。
戦
争

を
知
ら
な
い
政
治
家
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
私
も
戦
争
を

知
り
ま
せ
ん
。
前
の
戦
争
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い

ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
「
反

撃
能
力
保
有
」
に
は
反
対
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本
陽
子

平
野

退
職
時
勤
務
校
の
平
野
高

校
が
来
春
の
入
試
は
募
集
停

止
に
な
り
ま
す
。
先
の
選
挙

で
は
、
平
野
区
府
会
候
補
と

し
て
「
府
立
学
校
条
例
」
の

廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。
ご
支

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
当
日
は
仕
事
が
あ
り
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

府高退教通信 NO.262 2023年6月16日
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【
6
月
】

６
月
30
日
（
金
）
14:

00

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

【
７
月
】

７
月
３
日
（
月
）
13:
00

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

７
月
６
日
（
木
）
８:

15

～
７
月
７
日
（
金
）

上
本
町
集
合
「
反
戦
川

柳
作
家
・
鶴
彬
の
生
涯
と

故
郷
を
訪
ね
る
旅
」

７
月
10
日
（
月
）
10:

00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

７
月
14
日
（
金
）
13:

30

女
性
サ
ロ
ン

落
語

「
亡
者
の
出
戻
り
」
入
場
料

500
円

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

7
月
21
日
（
金
）
12:

40

憲
法
宣
伝

上
六
交
差
点

７
月
21
日
（
金
）
14:

00

第
336
回
府
高
退
教
幹
事
会

教
育
会
館
「
705
号
室
」

山岸 稔（桜塚定）

近
況
報
告

総
会
の
案
内
時
に
い
た
だ

き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の

近
況
報
告
を
以
下
掲
載
し

ま
す



佐
々
木
康
治

長
尾

テ
ニ
ス
、
登
山
、
旅
行
、

囲
碁
、
語
学
、e

t
c
.

人
生

の
余
暇
をe

n
j
o
y

し
て
い
ま

す
。

村
上

哲

鳳

昨
年
１
年
間
大
正
白
陵
高

校
で
、
非
常
勤
の
講
師
を
勤

め
ま
し
た
。
今
年
は
、
ア
ジ

ア
図
書
館
で
の
中
国
語
・
韓

国
語
図
書
登
録
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
楽

し
い
で
す
よ
。

白
石
公
三

福
泉

地
域
で
ぼ
つ
ぼ
つ
や
っ
て

い
ま
す
。

長

實

藤
井
寺

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
１
５

年
、
だ
ん
だ
ん
体
が
動
き
に

く
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

近
は
歩
行
よ
り
も
車
椅
子

を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
私
が
今
い
る

老
人
ホ
ー
ム
は
２
０
人
ほ
ど

の
老
人
が
い
ま
す
。
そ
の
中

で
新
聞
を
購
読
し
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
す
。
軍
備
軍
拡

に
走
る
岸
田
首
相
の
目
を
覚

ま
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「
平
和
忘
れ
た
カ
ナ
リ
ア
は

後
の
山
に
捨
て
ま
し
ょ
か

〜
」

山
岸

稔

桜
塚
（
定
）

コ
ロ
ナ
に
も
な
ら
ず
、

毎
日
、
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

歯
が
次
第
に
一
本
一
本
と

抜
け
て
い
く
の
が
残
念
で

す
。

楠
本
辰
作

高
石

昨
年
は
、
大
阪
カ
ジ
ノ
を

や
め
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
先
の
地
方
選
挙

で
は
、
維
新
の
増
加
を
許
し

て
し
ま
い
残
念
で
す
が
、
闘

い
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

闘
い
を
通
じ
て
社
会
が
人
々

が
人
間
的
成
長
を
果
た
す
こ

と
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。
府
高
教
活
動
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
先
生
に
、

日
本
近
現
代
史
を
学
び
つ
つ
、

ま
た
歴
史
の
唯
物
論
的
把
握

の
理
解
を
深
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山
本
彰
良

北
野
定

８
９
歳
に
な
り
ま
し
た
。

府
会
候
補
と
一
緒
に
近
所
を

６
０
件
ほ
ど
訪
問
し
ま
し
た
。

８
８
か
ら
８
９
に
か
け
て
急

速
に
活
動
量
が
減
り
ま
し
た
。

人
の
衰
え
は
年
齢
に
比
例
し

て
衰
え
る
の
で
は
な
く
、
階

段
状
に
衰
え
て
い
く
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

松
村
光
庸

東
住
吉

今
も
歴
史
学
に
関
わ
る
こ

と
で
余
生
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
「
大
和
歴
史
散
歩
」
と

銘
打
っ
て
連
載
の
エ
ッ
セ
イ

を
書
い
た
り
、
頼
ま
れ
て
学

習
会
の
講
師
を
し
た
り
、
名

所
・
旧
蹟
に
人
々
を
案
内
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し

い
方
々
に
お
会
い
す
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。

小
山
英
治

農
芸

気
ま
ま
な
年
金
生
活
で
す
。

広
瀬

晃

布
施

若
い
？
役
員
が
増
え
て
嬉

し
い
限
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
の

経
験
も
ふ
ま
え
て
、
新
た
な

退
教
文
化
が
芽
生
え
て
く
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

末
光
章
浩

西
野
田
工

近
、
２
１
年
総
選
挙
、

２
２
年
参
議
院
選
挙
、
２
３

年
一
斉
地
方
選
挙
後
、
１
ヵ

月
以
内
に
ふ
ら
つ
き
、
目
ま

い
が
起
こ
り
、
調
べ
て
調
べ

る
と
血
圧
が
、
平
常
１
２
０

台
〜
７
０
台
が
２
０
〜
３
０

近
く
上
が
っ
て
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
で

も
び
っ
く
り
。
暴
飲
暴
食
と

睡
眠
不
足
を
反
省
し
、
健
康

第
一
と
生
活
習
慣
改
善
に
取

り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

渡
邊
倬
郎

高
石

認
知
力
や
、
体
力
の
衰
え

を
日
々
感
じ
な
が
ら
、
で
き

る
事
は
や
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
「
微
力
だ
け
れ
ど
も
、

無
力
じ
ゃ
な
い
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
で
す
。

大
阪
府
知
事
選
挙
の
「
選
挙

公
報
」
吉
村
氏
と
コ
ー
タ
ロ
ー

さ
ん
の
を
並
べ
て
み
て
い
ま

す
。
吉
村
氏
の
冷
た
さ
、
酷

さ
、
コ
ー
タ
ロ
ー
さ
ん
の
優

し
さ
、
暖
か
さ
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
「
た
た
か
い
の
土

台
が
で
き
た
」
と
言
う
コ
ー

タ
ロ
ー
さ
ん
の
言
葉
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

仲
森
明
正

渋
谷

再
任
用
が
満
了
に
な
っ
て
、

５
年
、
学
校
現
場
を
離
れ
て

丸
３
年
に
な
り
ま
す
。
相
変

わ
ら
ず
、
居
住
地
の
池
田
と

上
本
町
、
母
の
住
む
伊
賀
の

３
カ
所
を
行
き
来
す
る
生
活

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
日
常
、

付
き
合
う
人
の
ほ
と
ん
ど
が

（
退
教
を
含
め
て
）
自
分
と

同
世
代
か
、
自
分
よ
り
上
の

７
０
代
か
ら
９
０
代
の
人
で
、

若
い
人
た
ち
と
な
か
な
か
話

す
機
会
の
な
い
の
が
欲
求
不

満
に
な
っ
て
い
ま
す
。
数
少

な
い
機
会
に
合
う
若
い
世
代

の
人
た
ち
は
、
実
に
「
け
な

げ
」
で
す
。
け
れ
ど
も
、
自

分
た
ち
の
力
で
、
政
治
や
社

会
を
変
え
る
経
験
が
な
さ
す

ぎ
る
。
何
と
か
、
若
い
人
た

ち
に
「
世
の
中
を
変
え
る
」

楽
し
さ
を
経
験
し
て
も
ら
い

た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
強
く

し
て
い
ま
す
。

柚
木
健
一

牧
野

教
育
相
談
を
続
け
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
新
た
に
４
名

の
方
が
加
わ
り
「
教
育
相
談

お
お
さ
か
」
の
相
談
員
は
３

１
名
と
な
り
ま
し
た
。
小
中

学
校
の
不
登
校
生
徒
は
２
４

万
４
９
４
０
人
（
２
２
年
文

科
省
公
表
）
と
過
去

多
。

教
育
条
件
・
環
境
の
抜
本

的
改
善
を
行
わ
ず
し
て
解
決

方
向
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

５
年
間
に
４
３
兆
円
も
軍
拡

に
注
ぎ
込
む
の
な
ら
、
教
育

に
廻
し
て
、
子
供
た
ち
の
希

望
あ
る
喜
び
の
条
件
・
環
境

を
提
供
す
べ
き
で
す
。

重
岡
眞
智
子

咲
洲

毎
月
１
回
の
上
六
で
の
憲

法
宣
伝
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ビ
ラ
も
な
か
な
か
取
っ
て
く

れ
な
い
厳
し
い
現
実
で
す
が
、

継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大

事
だ
な
と
思
い
ま
す
。
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

奈
良
県
生
駒
市
の
皆
さ
ん
が

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
抗
議
し
て
、
毎
日
２
４
日

に
生
駒
の
駅
で
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
な
と
思
い
参
加
し
始
め
て

い
ま
す
。

貝
谷
安
宏

和
泉
工

８
０
代
の
大
台
を
超
え
、

そ
ろ
そ
ろ
身
の
回
り
を
片
づ

け
て
お
か
な
い
と
思
い
な
が

ら
、
相
変
わ
ら
ず
あ
わ
た
だ

し
い
毎
日
で
す
。
退
職
後
は
、

「
す
べ
き
こ
と
」
よ
り
「
し

た
い
こ
と
」
を
優
先
に
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
「
す
べ
き

こ
と
」
が
湧
い
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
「
す
べ
き
こ

と
」
が
あ
る
の
は
幸
せ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
忙
し
く
て
も
、

本
を
読
む
時
間
は
あ
る
し
、

庭
の
草
む
し
り
に
夢
中
に
な

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
年
金

は
減
ら
さ
れ
続
け
、
悠
々
自

適
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

「
過
労
死
寸
前
」
の
現
職
教

職
員
の
こ
と
を
思
え
ば
、

「
ぜ
い
た
く
な
」
生
活
で
す
。

誰
も
が
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
生

き
て
い
け
る
よ
う
に
、
退
職

者
も
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
し

た
い
も
の
で
す
。

佐
々
木
有
馬

堺
西

朝
４
時
半
起
床
を
始
め
て

約
３
ヶ
月
早
起
き
は
三
文
の

得
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

丸
山
楠
雄

加
納

体
調
を
こ
わ
し
、
療
養
し

て
い
ま
す
。
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佐
分
利
義
和み

ど
り
清
朋

毎
日
、
習
い
事
や
町
内

会
・
民
生
委
員
の
活
動
で

忙
し
い
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

長
野
邦
子

南
寝
屋
川

今
年
９
月
で
卒
寿
で
す
。

８
０
代
５
人
姉
妹
（
長
女

８
８
歳
、
５
女
の
私
は
８

０
歳
）
で
、
秋
に
大
阪
に
集

ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
、
埼
玉
、
福
岡
、
大

阪
か
ら
）
こ
の
集
ま
り
が
、

何
年
続
く
か
見
も
の
で
す
。

松
本
千
賀
子

布
施
北

い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
５
月
の
日
曜
日

は
、
様
々
な
団
体
？
の
総
会

が
あ
り
ま
す
。
２
１
日
の
午

後
は
、
今
の
と
こ
ろ
空
い
て

い
ま
す
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

参
加
し
ま
す
。
維
新
の
圧
勝
、

自
公
維
国
の
憲
法
９
条
「
改

正
」
の
動
き
は
急
速
で
希
望

が
見
え
て
来
ま
せ
ん
。

後

は
何
で
も
数
で
決
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
！

１
０
月
で
後

期
高
齢
者
。
田
中
先
生
の
御

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

外
山
禎
彦

長
野

維
新
府
政
下
、
府
立
高
校

つ
ぶ
し
が
続
い
て
い
る
。
私

学
へ
行
け
ば
よ
い
と
の
論
も

あ
る
が
、
府
立
高
校
に
は
重

要
な
存
在
理
由
が
あ
る
。
私

学
で
は
、
教
員
を
専
任
で
は

な
く
、
多
く
を
講
師
で
ま
か

な
っ
て
い
た
り
、
生
徒
を
規

定
以
上
に
多
く
在
籍
さ
せ
て

い
た
り
、
校
地
の
広
さ
、
図

書
室
、
実
験
室
、
プ
ー
ル
等

が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
と
、

問
題
の
あ
る
経
営
を
し
て
い

る
学
校
が
少
な
く
な
い
。
府

立
高
校
に
は
こ
ん
な
い
い
加

減
な
の
は
１
校
も
存
在
し
な

い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
府

立
高
校
に
は
府
高
教
に
結
集

し
て
頑
張
っ
て
い
る
良
心
的

な
仲
間
が
多
数
い
る
と
記
述

す
る
の
は
自
賛
し
過
ぎ
で
は

あ
る
ま
い
。

加
門
憲
文

久
米
田

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
、

本
職
の
通
訳
ガ
イ
ド
が
で
き

ず
、
府
立
高
校
の
非
常
勤
講

師
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
春
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
が
小

康
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
よ

う
や
く
ガ
イ
ド
の
仕
事
を
再

開
し
ま
し
た
。
世
界
の
あ
ち

こ
ち
か
ら
や
っ
て
く
る
人
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
〝
民
間
外
交
〟
の
面

白
さ
が
あ
り
ま
す
。
当
分
は

家
庭
、
地
域
活
動
、
ガ
イ
ド

の
三
本
建
て
の
生
活
で
す
。

吉
田
信
夫

今
宮
工

（
前
日
に
今
工
１
１
０
周

年
記
念
行
事
委
員
会
が
あ
り
、

続
け
て
出
る
の
は
体
力
的
に

も
厳
し
い
の
で
、
す
い
ま
せ

ん
欠
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
）

組
合
員
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
る
こ
と
残
念
で
す
ね
。
民

主
運
動
の
今
後
は
大
変
で
す

ね
。

村
上
仁
志

今
宮
工

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
青

少
年
指
導
員
、
校
区
幹
事
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会

議
が
増
え
て
家
内
に
迷
惑
か

け
て
い
ま
す
。
私
の
両
親
と

同
居
し
て
い
る
の
で
、
夜
の

外
出
は
大
変
で
す
。
遠
出
も

し
て
い
ま
せ
ん
。

西
川
千
佳
子

港

退
職
後
、
再
任
用
を
経

て
、
近
く
の
小
学
校
で
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
サ
イ

エ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
７
０
歳

に
な
っ
た
の
で
３
月
で
辞

め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

股
関
節
や
ひ
ざ
の
関
節
を

痛
め
、
歩
き
づ
ら
く
な
り
、

外
出
も
お
っ
く
う
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

を
楽
し
む
会
に
参
加
し
た
り
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
た
り

し
て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で

す
。

上
杉
一
晄

池
田

池
高
の
卒
業
生
の
方
々
と

年
１
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。
池
田
市
民
文
化
会

館
（
小
ホ
ー
ル
）
で
。

増
田
直
子

茨
田

茨
田
高
校
閉
校
ま
で
あ
と

１
年
と
１
０
ヵ
月
。
教
員
の

数
も
減
り
、
何
か
毎
日
バ
タ

バ
タ
し
て
お
り
ま
す
。
５
月

２
１
日
は
実
習
教
員
部
の
新

歓
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
２
Ｆ

の
「
藤
」
に
お
り
ま
す
！

上
原
絹
江

茨
木
工

相
変
わ
ら
ず
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
と
仲
良
く
し
て
い
ま
す
。

相
手
が
そ
う
く
る
か
な
ら
こ

ち
ら
は
こ
う
い
っ
て
み
よ
う

と
、
な
か
な
か
手
ご
わ
い
で

す
。
こ
う
な
っ
た
ら
ま
る
で

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
う
思
っ
た
ら
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。

秦

重
雄

大
手
前
定

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

当
日
は
先
約
が
あ
り
調
整
し

ま
し
た
が
ど
う
も
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
桜
塚
定
で
今
年

は
週
１
２
時
間
出
勤
し
て
お

り
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
子

（
４
人
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
お
り
ま
す
。
断
シ
ャ
リ
と

し
て
蔵
書
を
思
い
切
っ
て
処

分
し
ま
し
た
。
研
究
は
集
中

し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

福
井
信
介

高
槻
北

府
下

高
水
準
の
「
豊
中

市
の
身
近
な
図
書
館
」
ネ
ッ

ト
体
制
が
く
ず
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
２
１
年
か
ら

２
年
が
か
り
で
超
党
派
の
市

民
運
動
を
し
て
、
１
７
０
０

０
の
署
名
を
集
め
、
よ
う
や

く
少
し
だ
け
押
し
返
し
ま
し

た
。
図
書
館
は
私
の
退
職
後

の
い
こ
い
の
場
で
す
。
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
も
で
す
が
。
報
告

の
中
の
沖
縄
を
再
び
捨
て
石

に
さ
せ
な
い
大
賛
同
で
す
。

ほ
か
は
ど
う
で
も
い
い
か
ら
、

沖
縄
に
３
度
（
琉
球
処
分
、

敗
戦
時
沖
縄
戦
、
戦
後
の
沖

縄
置
き
去
り
独
立
）
も
犠
牲

を
し
て
ま
だ
、
ま
た
沖
縄
な

の
か
、
と
言
う
国
民
的
運
動

を
誰
か
起
こ
さ
な
い
か
な
あ
。

山
本
三
郎

和
泉
鳥
取

「
今
で
き
る
こ
と
を
や
る
」

を
残
さ
れ
た
人
生
の
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
後

援
会
の
ニ
ュ
ー
ス
作
り
、

「
大
軍
拡
、
反
対
署
名
」
集

め
。
自
宅
で
の
月
１
回
の

「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
勉
強
会
」

合
唱
団
に
参
加
し
て
歌
う
。

佃
十
信

西
野
田
工

せ
き
つ
い
損
傷
の
た
め
歩

行
困
難
で
動
き
が
と
れ
ま
せ

ん
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。

吉
川

浩

三
国
丘

永
年
撮
り
溜
め
た
風
景
写

真
を
何
か
に
生
か
せ
な
い
か

と
考
え
て
い
た
折
り
、
ふ
と

カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
用
し
て
近

所
の
知
人
に
差
し
上
げ
て
み

て
は
と
思
い
、
２
年
ほ
ど
前

か
ら
毎
月
１
点
を
１
０
人
程

の
方
々
に
お
持
ち
し
た
と
こ

ろ
、
以
来
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
深
ま
り
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

大
亀
信
然

農
芸

激
風
が
続
く
も
と
、
古
希

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

を
見
据
え
て
、
自
分
自
身
を

鼓
舞
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

菊
井
忠
雄

東
百
舌

新
聞
を
毎
日
３
時
間
余
り
、

読
ん
で
い
ま
す
。
学
ぶ
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
飽
き

ま
せ
ん
。
天
気
の
良
い
時
は
、

２
時
間
ば
か
り
、
健
康
の
為

に
、
散
歩
し
て
い
ま
す
。
総

会
の
ご
盛
会
を
祈
念
し
ま
す
。

柴
野
和
子

貝
塚
南

い
つ
も
退
教
通
信
を
楽
し

く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
昨
日

は
農
園
訪
問
に
参
加
し
ま
し

た
。
皆
様
と
の
会
話
で
、
社

会
問
題
に
も
関
心
を
持
ち
続

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

中
島
良
樹

茨
木
工

今
年
で
８
０
歳
に
な
り
、

体
力
的
に
衰
え
を
感
じ
る
年

に
な
り
ま
し
た
。
茨
木
で
憲

法
９
条
を
守
る
活
動
も
１
８

年
に
な
り
ま
し
た
。
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真
中

宏

春
日
丘

昨
年
度
、
私
の
住
む
住
宅

地
の
自
治
会
で
副
会
長
の
役

を
担
当
し
ま
し
た
。
７
月
に

難
し
い
問
題
が
発
生
、
爾
来
、

今
年
の
４
月
ま
で
足
か
け
１

０
ヵ
月
の
と
り
く
み
で
解
決

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で
住

民
有
志
一
同
の
名
で
、
感
謝

状
を
贈
ら
れ
た
の
も
楽
し
い

出
来
事
で
し
た
が
、
何
よ
り

も
痛
感
し
た
の
は
、
誰
に
で

も
わ
か
る
正
確
な
内
容
の
文

章
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
で

す
。
警
察
へ
の
要
望
書
、
簡

裁
に
出
し
た
調
停
申
立
書
、

自
治
会
へ
の
報
告
文
書
、
等
々

よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

大
畑
眞
由
美

八
尾

大
阪
家
裁
で
の
家
事
調
停

者
と
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

女
性
支
援
の
仕
事
を
今
年
度

も
続
け
て
い
ま
す
。
元
気
で

働
け
る
幸
せ
を
年
々
感
じ
て

い
ま
す
。
総
会
の
ご
盛
会
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

田
中
康
之

美
原

「
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
」
の
出

演
を
き
っ
か
け
に
、
知
事
選

の
出
発
集
会
・
演
説
会
・
宣

伝
カ
ー
で
話
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
は
じ

め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
コ
ー

タ
ロ
ー
さ
ん
が
日
々
、
府
民

の
要
求
を
受
け
止
め
て
、
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く
姿

に
、
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。
大
阪
の
子
ど

も
た
ち
に
希
望
と
笑
顔
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

笹
岡
優
光

茨
田

こ
の
コ
ロ
ナ
の
３
年
間
、

私
達
の
日
常
生
活
は
大
き

く
制
限
さ
れ
、
先
の
見
え

な
い
不
安
の
中
に
置
か
れ

て
き
ま
し
た
。
今
、
政
府

は
中
国
の
強
権
的
な
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
政
策
の
破
綻
を
渡
り
に

船
と
、
コ
ロ
ナ
を
５
類
に
転

換
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

今
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
失

敗
か
ら
教
訓
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
今
後
の
再
拡
大
へ
の

対
策
に
生
か
す
こ
と
を
一
切

し
な
い
と
宣
言
し
て
い
る
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
人
類
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
共
存
で
き
ま
せ
ん
。
「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
」
な
ど
と
い
う
甘

い
言
葉
に
騙
さ
れ
ず
、
経
済

優
先
で
な
い
強
靱
な
社
会
を

作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

土
井
美
紀

吹
田
支
援

四
月
二
七
日
、
桃
谷
で
長

年
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
の

辻
岡
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
寂
し
い
で
す
。
公
私
共
々

に
励
ま
し
支
え
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お

知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

共
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

石
井

至

西
浦

今
年
は
非
常
勤
の
声
が
か

か
ら
ず
、
年
金
者
組
合
の
地

元
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
５
月
２
４
日
に
７
５

歳
に
な
り
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
後
期
高
齢
者
保
険
に
変

わ
り
ま
す
。

野
村

穣

牧
野

今
年
も
確
定
申
告
を
し
た
。

例
年
少
し
は
還
付
が
あ
る
の

で
努
力
し
て
申
告
し
て
い
る
。

今
年
初
め
て
気
が
つ
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
寄
付
金
控
除

の
計
算
に
手
間
が
か
か
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
来
年
に
向
け

て
色
々
と
知
恵
を
つ
け
て
お

こ
う
。
も
う
一
つ
。
税
務
署

は
こ
わ
い
と
思
い
近
づ
か
な

か
っ
た
が
、
思
い
の
ほ
か
丁

寧
に
対
応
し
て
も
ら
い
ち
ょ
っ

と
考
え
が
変
わ
っ
た
。
富
裕

層
か
ら
は
し
っ
か
り
税
金
を

取
っ
て
ほ
し
い
。

高
田
幹
雄

城
東
工

今
回
も
残
念
な
が
ら
出
席

で
き
ま
せ
ん
。
囲
碁
、
将
棋

な
ど
は
、
少
し
し
て
い
ま
す
。

近
、
足
、
腰
が
少
し
弱
っ

て
い
ま
す
が
、
何
と
か
元
気

で
や
っ
て
い
ま
す
。

田
中
克
彦

池
島

毎
年
、
受
診
し
て
い
る
半

日
ド
ッ
ク
で
不
整
脈
が
見
つ

か
り
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

埋
め
込
み
ま
し
た
。
激
し
い

運
動
は
禁
止
で
す
。
９
の
日

宣
伝
や
、
医
療
協
の
活
動
は

地
道
に
や
っ
て
い
ま
す
。

「
維
新
」
の
動
向
は
気
が
か

り
で
す
が
、
本
性
が
ば
れ
る

時
が
必
ず
来
る
と
思
い
ま
す
。

長
岡
彰
英

布
施
定

「
法
の
支
配
」
と
は
、
何
か

近
、
政
治
家
が
よ
く
口
に

す
る
言
葉
で
あ
る
。
民
衆
が

法
を
作
り
、
権
力
者
を
抑
え

る
、
そ
れ
が
真
の
意
味
で
は

な
か
っ
た
か
。
民
定
憲
法
で

あ
る
。
現
憲
法
を
第
一
に
守

る
べ
き
は
誰
で
あ
る
の
か
。

（
故
）
中
道
保
和

堺
工

定
期
総
会
の
ご
案
内
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
連

絡
が
遅
れ
、
申
し
訳
な
く
存

じ
ま
す
。
去
る
３
月
８
日
中

道
保
和
は
死
去
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
あ
た
た
か
な
友

情
と
お
力
添
え
を
頂
き
、
長

く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
大
変
な
時
期
に

ご
一
緒
に
頑
張
ら
ね
ば
と
申

し
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
残

念
な
思
い
で
あ
っ
た
と
存
じ

ま
す
。
皆
様
に
は
ど
う
か
お

元
気
で
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
道

秀
）

中
道

秀

堺
工

定
期
総
会
の
ご
案
内
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
中
道
保
和

の
葬
儀
か
ら
２
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
温
か
い
お
付
き
合

い
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
の
方
は
、
日
々
老
化

と
の
た
た
か
い
で
、
気
は
あ

せ
っ
て
も
体
が
動
か
ず
の
生

活
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
残

念
で
す
が
、
欠
席
と
い
う
こ

と
で
、
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

高
橋
貞
雄

金
岡

府
高
退
教
の
総
会
議
案
書

が
送
ら
れ
て
く
る
と
い
つ
も

思
う
の
で
す
が
「
日
本
と
世

界
の
情
勢
分
析
の
精
度
の
高

い
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
が
退

教
へ
の
信
頼
度
を
高
め
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
上
憲
一

和
泉
定

も
う
６
０
年
前
に
読
ん
だ

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
諸
作

品
を
再
読
す
る
中
で
、
次
の

部
分
が
自
分
に
と
っ
て
も
、

い
ま
時
宜
を
得
た
ま
と
め
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
ヘ
ッ
セ

か
ら
の
手
紙
ー
混
沌
を
生
き

抜
く
た
め
に
が
二
つ
の
世
界

大
戦
を
含
む
激
動
の
時
代
を

生
き
抜
い
た
、
ヘ
ル
マ
ン
・

ヘ
ッ
セ
と
い
う
人
間
の
こ
と

ば
と
し
て
文
字
通
り
現
代
と

言
う
混
沌
の
時
代
を
こ
れ
か

ら
も
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
す
べ
て
の
人
に
対

す
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
く
れ

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
」
（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ

セ
研
究
会
・
編
集
委
員
会
、

あ
と
が
き
よ
り
）

加
藤
禎
子

羽
曳
野

大
軍
拡
、
大
増
税
の
暴
挙

が
押
し
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
危
機
を
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
「
諦

め
な
い
」
で
、
少
し
で
も
で

き
る
こ
と
を
し
て
、
「
憲
法

９
条
を
守
る
」
人
々
の
歩
み

に
参
加
し
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
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村
越
伊
久
男

農
芸

後
期
高
齢
者
に
な
り
、
米

つ
く
り
を
近
所
の
人
に
お
願

い
し
て
１
／
４
に
減
ら
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
も
お
さ
ま
っ

て
き
そ
う
で
、
旅
行
や
美
術

館
ま
わ
り
に
行
く
の
が
楽
し

み
で
す
。
年
金
者
組
合
の
役

を
し
て
い
ま
す
。
対
市
、
町

と
の
交
渉
、
月
１
回
の
場
所

を
変
え
て
の
消
費
税
や
、
９

条
の
宣
伝
、
年
金
裁
判
で
大

阪
高
裁
に
も
行
き
ま
し
た
。

高
野
山
の
平
和
行
進
も
し
て

い
ま
す
。
何
よ
り
楽
し
く
な

け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
映

画
会
、
賀
名
生
梅
林
、
馬
見

丘
陵
に
も
行
き
ま
す
。

米
田
信
夫

三
島

米
田
信
夫
（
９
４
歳
）
で

す
が
、
昨
年
１
１
月
２
３
日

に
骨
折
（
背
骨
）
が
見
つ
か

り
、
痛
み
と
自
立
で
の
身
の

ま
わ
り
の
事
が
困
難
に
な
り
、

入
院
し
ま
し
た
。
病
状
的
に

進
展
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、

転
院
を
し
、
現
在
（
４
／
３

０
）
に
至
っ
て
お
り
ま
す

記
：
娘

米
田
た
か

（
高
槻
市
小
学
校
勤
務
）

田
中
照
夫

布
施
（
定
）

戦
時
体
験
者
と
し
て
、
ま

た
９
条
の
会
の
地
域
の
役
員

と
し
て
も
、
新
し
い
戦
前
の

大
軍
拡
に
声
を
大
に
し
て
反

対
し
て
い
ま
す
。
八
十
路
の

坂
を
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
退
教
の
発
展
を
願
っ
て

い
ま
す
。

金
子
真
知
子

泉
大
津

堺
市
長
選
挙
、
勝
利
し
た

い
で
す
！

堀
江
幸
雄

日
根
野

『
大
阪
民
主
新
報
』
へ
の

雑
文
の
投
稿
、
『
う
た
ご
え

新
聞
』
川
柳
欄
へ
の
投
句

（
い
ず
れ
も
掲
載
さ
れ
る
こ

と
あ
り
）
な
ど
で
消
光
し
て

い
る
。
老
化
防
止
の
一
助

と
し
て
（
認
知
症
対
策
）

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
励

行
し
て
い
る
。

瀬
田
ゆ
か
り

福
井

い
つ
も
退
教
通
信
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４

人
と
猫
５
匹
の
生
活
が
続

い
て
い
ま
す
。
今
年
は
自

治
会
長
の
仕
事
が
入
っ
て
、

詩
吟
の
会
と
健
康
友
の
会

と
、
頭
の
中
の
交
通
整
理

に
あ
た
ふ
た
で
す
。

近
ま

た
腰
痛
が
ひ
ど
く
な
っ
て
老
々

介
護
と
は
こ
の
こ
と
か
と
実

感
。
今
ま
で
は
外
見
は
ど
う

あ
れ
、
あ
ま
り
年
齢
を
意
識

し
て
な
か
っ
た
の
で
、
努
力

も
せ
ず
に
き
た
こ
と
を
反
省

し
て
い
ま
す
。

早
川
周
子

桜
塚

定
期
総
会
の
議
案
書
や
ニ
ュ
ー

ス
等
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
夫
の
容
体
が
、
予

想
以
上
に
悪
く
な
り
、
３
月

４
月
を
２
回
の
入
院
で
１
０

キ
ロ
近
く
や
せ
、
歩
く
の
も

頼
り
な
く
、
外
出
は
全
く
し

ま
せ
ん
。
郵
便
受
け
を
見
に

玄
関
に
降
り
た
時
や
、
シ
ャ

ワ
ー
の
後
、
息
が
荒
く
酸
素

吸
入
し
、
着
替
え
も
補
助
が

要
り
ま
す
。
介
護
の
時
期
に

入
っ
た
と
覚
悟
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
風
で
何
も
か
も
無
責

任
に
な
っ
て
し
ま
い
心
苦
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら

く
欠
席
が
続
く
と
思
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
か
け
し
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中
島
延
佳

長
野
北

退
職
後
、
「
元
気
な
病
人
」

と
し
て
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
視

野
欠
損
が
少
し
ず
つ
拡
が
り
、

左
右
の
焦
点
も
合
わ
せ
に
く

く
な
り
、
宝
塚
に
転
居
し
た

５
年
前
に
車
の
運
転
を
あ
き

ら
め
更
新
せ
ず
に
返
納
し
ま

し
た
。
旅
行
は
好
き
な
の
で
、

夫
婦
で
各
地
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
妻
に
先
に
歩
い
て
も

ら
っ
て
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ

な
ど
注
意
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
地
域
で
は
、
朝
や
昼

の
活
動
で
は
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
夜
は
や

め
て
い
ま
す
。
演
説
会
な
ど

も
あ
ま
り
い
け
な
く
な
っ
た

の
が
残
念
で
す
が
、
で
き
る

範
囲
で
活
動
を
続
け
る
つ
も

り
で
す
。

正
重
哲
美

高
石

今
年
、
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
を
し
ま
す
。
わ
が
作

木
町
に
は
「
作
木
で
老
人
と

呼
ば
れ
る
の
は
７
５
歳
か
ら
」

と
い
う
す
ご
い
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
で

私
も
め
で
た
く
老
人
で
す
。

目
下
の
と
こ
ろ
不
耕
起
農
薬

野
菜
づ
く
り
に
四
苦
八
苦
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
虫
取
り
が
間
に

合
い
ま
せ
ん
。

熊
野
以
素

豊
島

語
り
部
に
な
り
た
い
！
講

演
し
ま
す
。
読
ん
で
く
だ
さ

い
！
「
し
か
た
が
な
か
っ
た

と
言
う
て
は
い
か
ん
の
で
す
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
終
戦
ド
ラ
マ
）
の

原
作
〜
九
州
大
学
生
体
解
剖

事
件
七
〇
年
目
の
真
実
を
書

い
て
〜
映
像
米
兵
殺
害
と
九

大
で
の
生
体
実
験
の
目
撃
証

言
２
本
。
講
演
事
件
の
真
相
、

戦
争
が
破
壊
す
る
倫
理
、
反

対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
主

犯
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
、
死

刑
判
決
を
受
け
、
「
止
め
ら

れ
な
か
っ
た
責
任
」
を
取
ろ

う
と
す
る
伯
父
、
再
審
運
動

に
奔
走
す
る
伯
母
の
姿
を
通

し
て
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、

戦
争
責
任
の
取
り
方
を
お
話

し
し
ま
す
。
全
部
で
７
０
分

〜
９
０
分
。
平
和
の
催
し
や

地
域
の
集
ま
り
に
呼
ば
れ
、

二
十
数
回
実
施
。
好
評
で
す
。

山
上
俊
夫

北
野
（
定
）

私
は
７
／
６
〜
７
の
退
教
ツ

ア
ー
の
お
世
話
を
し
て
い
ま

す
が
、
赤
字
に
な
ら
な
ら
な

い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
ま

す
。
１
人
で
も
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
柳
界
の
小
林
多
喜
二
と
言

わ
れ
て
い
る
鶴
彬
の
事
跡
を

訪
ね
ま
す
。
鶴
彬
は
そ
の
文

学
活
動
の
ゆ
え
に
２
９
歳
で

命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
時
流

に
迎
合
す
る
も
の
が
あ
ふ
れ

る
中
で
、
あ
ま
り
も
純
粋
に

反
戦
、
反
植
民
地
の
立
場
を

貫
き
ま
し
た
。

月
足
千
秋

園
芸

父
が
残
し
て
く
れ
た
家
の

前
の
広
い
土
地
、
定
年
後
は

野
菜
作
り
を
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
ま
た
宅
地
業
者
の

勧
誘
を
ひ
つ
こ
い
ほ
ど
あ
っ

た
け
れ
ど
今
桜
や
柿
・
み
か

ん
な
ど
の
果
樹
・
草
花
、
そ

し
て
野
菜
も
、
今
の
季
節
、

緑
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
日
眺
め

て
は
父
に
感
謝
、
幸
せ
を
か

み
し
め
て
い
ま
す
。
総
会
の

ご
成
功
を
お
祈
り
し
ま
す
。

平
岡
宏
一

狭
山

議
案
書
に
賛
同
し
ま
す
。

門
谷
充
男

西
淀
川

残
念
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
行
事
が
重
な
っ
て
お
り
、

出
席
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

で
中
断
し
て
い
た
行
事
が
再

開
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
忙
し
さ

を
楽
し
み
な
が
ら
も
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

川
崎
康
樹

（
貝
塚
定
）

出
席
す
る
つ
も
り
で
、
目

に
付
く
所
に
置
い
て
い
た
の

だ
が
、
他
の
書
類
に
埋
も
れ

て
失
念
。
見
つ
け
た
時
に
は
、

す
で
に
遅
く
５
／
２
３
で
し

た
・
・
・
医
者
か
ら
は
「
物

忘
れ
が
よ
く
な
っ
た
」
と
励

ま
さ
れ
て
い
る
近
況
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

府高退教通信 NO.262 2023年6月16日

HP府高退教 http://osaka-fukotaikyo.jimdo.com/

編
集
後
記

今
回
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ

た
め
に
中
止
し
て
い
た
懇
親

会
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

楽
し
む
会
か
ら
シ
ャ
ン
ソ
ン

を
２
曲
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

政
府
や
大
阪
府
の
無
策
に

よ
り
い
つ
に
な
れ
ば
以
前
の

日
常
を
取
り
戻
せ
る
日
々
が

来
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
日
ば
か
り
は
一
同
こ

の
よ
う
な
歓
談
が
で
き
る

こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
ま

し
た
。

（
笹
岡
）


